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2 ICRP1950年勧告 ALAP r可能な最低レベルまでJ
1950年ICRP勧告は「被曝を可能な最低レベルまで百｜き下げるあらゆる努
力を払うべきである」（ICRP1950年，1954年勧告）と勧告している.ICRPは
























the lowest possible level）」とされていたのが， 1958年勧告では「実行可能
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